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地域に視点をあてた事業展開

高齢者を地域で見守るための第一歩
～サロン立ち上げ後の潜在的な利用者を探る活動から～
・高齢者の交流の場に参加して欲しい、潜在的な高齢者を探る。
・地域包括支援センターを知ってもらい、地域の相談窓口として、相談しやすい関係作りをする。
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❖法人設立年

　　昭和28年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：５施設
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 特別養護老人ホーム…４、訪問介護…１、短期
入所…３、通所介護…３、養護老人ホーム…１、
養護短期入所…１、訪問入浴…１、居宅介護支
援…２、地域包括…２、児童養護…１

❖法人の理念・経営方針

　私たちは、私たちが活動する地域社会において、
自分や自分の大切な人が抱える心身の障害や生活
環境上の問題によって、様々な『不自由』『生き
にくさ』を現に経験し、または経験するだろうリ
スクを有する人々に対して、適切な専門性の担保
された養護、介護、及びこれに関連する諸サービ
スを提供することを通じて、誰もが自分の存在に
誇りを持ち、生きる喜びを享受するとともに、自
分の家族や隣人の存在を素直に喜ぶことができる
社会づくりに貢献します。

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】海老名北地域包括支援センター
【施設種別及び利用定員】　地域包括支援センター

❖活動内容

◇活動開始年：平成22年４月
◇ 活動の対象者：地域の高齢者
◇ 活動の頻度・時間：
　 個別訪問（281世帯）月30件、１人あたり　
月10件

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　二次予防事業修了者の交流の場として立ち上げた「和（な
ごみ）倶楽部」「縁（ゆかり）倶楽部」を実施していく中で、
潜在的な対象者がいるはずだという思いがあった。そこで、
地域の高齢者の現状把握をする為に独居・高齢者世帯を対象
に戸別訪問を行った。単に訪問するだけでなく、地域包括支
援センターの周知度を計り、相談しやすい関係作りをしたい
と考えた。

□実施内容
　地域包括支援センターのPRとして、一部地区の高齢者独
居・高齢者世帯の戸別訪問を行い、現状把握と周知度を調べ
た。
　地域包括支援センターにあるケースファイル情報と、民
生委員が把握している情報から281件を選定。包括職員３名
（１人あたり月10件）が９ヶ月かけて訪問した。突然の来訪
者を不審に思うことを予想し、地域に顔が広い民生委員と一
緒に訪問した。訪問時、地域包括支援センターの活動内容
と、担当職員の写真つき自己PRを載せたチラシを配布した。
　また、「和（なごみ）倶楽部」「縁（ゆかり）倶楽部」の紹
介を行い、参加を促した。

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）
　予想通り周知度は37％と低かったが、訪問を繰り返すこと
で86％まで上がった。繰り返し訪問したにもかかわらず、訪
問したことを覚えていない方や、明らかに何らかのサービス
の必要性があるが利用をしていない方などフォローが必要な
方が1.7％おり、見守り訪問を行っている。訪問したことに
より何らかの相談に繋がったケースが全体の８％あり、地域
の相談窓口としての役割が確立しつつある。≪表≫
　民生委員との訪問により、地域の特性や近所の様子などの
情報を得ることができ、地域全体を把握することができた。
民生委員も知らなかったケースもあり、民生委員からも「ま
たやって欲しい」という声が上がった。何より民生委員と共

取り組み内容のポイント
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同作業したことにより信頼関係が生まれ、協力体
制が整った。

□今後の展開
　今回行った戸別訪問は担当地区の一部であり、
今後は全地区を対象に行う予定である。地域の高
齢者の現状把握の後は、見守り体制の構築へと移
行していく為、商店や病院など住民の利用頻度の
高い機関への関係作りを行う予定である。東日本
大震災後、地域のつながりや絆の大切さが見直さ
れている。災害に強い地域、子供から高齢者まで
見守り体制の整った地域を目指して、活動を広げ
ていきたい。

地域包括支援センターの業務内容紹介（表）

訪問によって相談に繋がったそれぞれの相談内容

表　１回目の訪問で包括を知らなかった方へ２回目の訪問を行って周知度を上げた

地域包括支援センターの職員の紹介（裏）

□ 主な経費や財源及び人員等
・取り組みに係わった職員数　３名
　（職種等：主任ケアマネジャー・保健師・社会福祉士）
・取り組みを実施している施設の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入） 543,508千円
※法人全体の事業規模（同上） 1,867,384千円


